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 そこで次に1231A3株を用いて同様の解析を

行った。1231株において1210B2株と同様に誘

導を行ったところ、Rosette形成は問題なく観

察されたものの、iPS-NPCの維持が困難であり、

神経前駆細胞のマーカーであるSox1, Sox2、

Nestinの発現が少数の細胞しか見られず、同

様にPSA-NCAMを用いたFACSの解析においても

50%程度であり、神経系への分化抵抗性が見ら

れた(図5)。 

 

 

 

このiPS-NPCの神経細胞への分化誘導を試み

たがニューロンマーカー陽性細胞数が少なく、

NPCから神経細胞への分化においても抵抗性

が認められた。この原因の一つとして1213A3

株由来のiPS-NPCにおいては核型異常が見ら

れており(図17)、染色体異常が分化抵抗性と

連関していることが予想された。今後の

iPS-NPCの再生医療への実現に向けての品質

管理項目として核型異常は簡便な検査項目で

あり、未然に防げる可能性のあるものである

ため、造腫瘍性検討を目的とした免疫不全動

物への移植に関しては1231A3由来iPS-NPCは

使用せず、1210B2由来iPS-NPCを利用すべきで

あると判断した。 


